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速
度
制
限
は
自
動
車
、
鉄
道
共
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
物
理
的
な
意
味
は
大
き
く
異
な
る
。
自
動

車
の
法
定
速
度
は
一
般
的
な
安
全
措
置
で
、
超
過
す
る
と
道
交
法
違
反
に
問
わ
れ
が
、
高
度
な
技
能
を
有
す

る
レ
ー
サ
が
特
定
な
サ
ー
キ
ッ
ト
で
運
転
す
る
場
合
、
速
度
制
限
は
な
い
。
し
か
し
、
鉄
道
の
場
合
、
制
限

速
度
を
超
え
る
と
脱
線
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
両
者
の
違
い
は
何
か
。 

 

両
者
共
に
車
輪
の
回
転
で
移
動
す
る
。
直
線
部
の
走
行
に
差
は
な
い
が
、
自
動
車
は
曲
線
部
で
ハ
ン
ド
ル

操
作
に
応
じ
て
左
右
の
車
輪
の
回
転
数
を
変
え
て
走
行
す
る
。
そ
の
た
め
、
車
軸
の
中
央
部
に
左
右
の
回
転

数
を
変
え
る
差
動
ギ
ヤ
装
置
が
在
る
。
一
方
鉄
道
の
運
転
室
に
ハ
ン
ド
ル
に
相
当
す
る
操
舵
装
置
は
な
い
。

鉄
道
の
車
軸
は
一
本
の
剛
体
で
あ
り
、
そ
の
両
端
に
鋼
鉄
製
の
車
輪
が
固
定
し
て
、
両
車
輪
は
同
じ
回
転
数

で
走
行
す
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
曲
線
走
行
で
き
る
。
原
理
は
車
輪
の
レ
ー
ル
と
接
触
す
る
踏
面
が
水
平
面
に

対
し
て
少
し
傾
斜
し
て
お
り
、
そ
の
踏
面
の
延
長
上
で
車
輪
の
内
側
に
フ
ラ
ン
ジ
（
輪
縁
）
が
あ
る
構
造
に

起
因
す
る
。 

  

直
線
走
行
時
の
車
両
を
真
正
面
か
ら
見
る
と
、
正
面
を
貫
く
垂
直
線
は
二
本
の
レ
ー
ル
の
頭
頂
面
を
含
む

水
平
面
と
直
交
す
る
。
こ
の
車
両
が
曲
線
部
に
入
る
と
、
車
両
は
外
側
に
働
く
遠
心
力
に
よ
り
曲
線
の
内
側

に
傾
き
、
車
輪
の
踏
面
は
レ
ー
ル
の
頭
頂
面
を
左
右
に
移
動
す
る
。
車
輪
の
踏
面
に
傾
斜
あ
る
の
で
、
曲
線

の
内
側
の
車
輪
は
車
輪
の
外
側
で
レ
ー
ル
頭
頂
面
と
接
す
る
。
よ
っ
て
、
等
価
的
に
短
い
半
径
の
車
輪
と
同

じ
効
果
に
な
り
、
こ
の
構
造
に
よ
り
、
自
動
車
が
持
つ
操
舵
装
置
を
欠
い
て
も
、
等
価
的
に
左
右
の
直
径
の

異
な
る
車
輪
が
実
現
で
き
曲
線
が
通
行
で
き
る
。 

  

車
両
の
直
線
部
走
行
は
自
然
体
で
あ
る
が
、
曲
線
部
で
は
遠
心
力
で
外
側
に
引
っ
張
ら
れ
て
傾
斜
し
軽
い

脱
線
状
態
に
移
行
し
、
こ
こ
を
通
過
し
直
線
部
に
戻
る
。
遠
心
力
は
速
度
の
二
乗
で
大
き
く
な
る
の
で
、
制

限
速
度
超
過
は
加
速
度
的
に
脱
線
の
危
険
を
増
大
さ
せ
る
。
速
度
超
過
の
恐
ろ
し
さ
の
的
確
な
理
解
が
あ
っ

た
な
ら
、
福
知
山
線
脱
線
事
故
は
防
げ
た
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
は
首
都
直
下
地
震
の
際
の
脱
線
防
止
措

置
な
ど
、
積
極
的
に
研
究
す
べ
き
で
あ
る
。 

  

参
照
：
拙
著
「
近
郊
電
車
の
直
下
地
震
に
対
す
る
耐
震
脱
線
防
止
の
提
案
」
ア
マ
ゾ
ン
で
検
索
で
き
ま

す
。 


